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国民健康保険
　
春
は
、
入
学
や
就
職
、
引
っ
越
し
な
ど
異
動
の
多
い
季
節
で
す
。
国
保

に
加
入
す
る
と
き
や
脱
退
す
る
と
き
な
ど
は
、
必
ず
届
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
事
案
が
発
生
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆次のような場合は、届出を忘れずにお願いします！
届出が必要なとき 必要なもの

国
保
加
入

他市町村から転入したとき 転出証明書

勤務先の健康保険をやめたとき 勤務先の健康保険をやめたことのわかる
証明書・年金手帳

健康保険の被扶養者でなくなったとき 被扶養者でなくなった証明書・年金手帳
子どもが生まれたとき 出生証明書
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書

国
保
喪
失

他市町村へ転出したとき 国保の保険証
勤務先の健康保険に加入したとき 国保と勤務先の健康保険の両方の保険証健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき
保険証・故人と喪主の確認ができるもの・
喪主名義の口座がわかるもの・喪主の印
鑑
※葬祭費の支給申請ができます。

生活保護を受けるとき 保険証・保護開始決定通知書

そ
の
他

住所・氏名・世帯主などに変更があったとき 国保の保険証
修学のために、他市町村に転出するとき 国保の保険証・在学証明書・印鑑
保険証をなくしたり、汚れて使えないとき 本人確認できるもの・印鑑

■
届
出
を
忘
れ
て
し
ま
う
と・・・

《
加
入
す
る
と
き
》

　
資
格
が
発
生
し
た
時
点
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
国
保
税
を
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

《
脱
退
す
る
と
き
》

　
国
保
税
が
課
税
さ
れ
る
ほ
か
、

う
っ
か
り
国
保
の
保
険
証
を
使
っ

て
し
ま
う
と
、
国
保
が
負
担
し
た

医
療
費
を
返
還
し
て
も
ら
い
ま
す
。

■
新
し
い
保
険
証（
ク
リ
ー
ム
色
） 

　
を
郵
送
し
ま
す

　
現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証
の

有
効
期
限
は
、
３
月
31
日
ま
で
で

す
。
４
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る

新
し
い
保
険
証
を
３
月
末
ま
で
に

簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

※
期
限
が
切
れ
た
保
険
証
は
、
は

さ
み
で
裁
断
す
る
な
ど
ご
自
身

で
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
元
号
が
決
ま
っ
て
い
な
い
た

め
、
平
成
標
記
の
期
限
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
継
続
し
て
お
使

い
い
た
だ
け
ま
す
。

■
次
に
該
当
す
る
方
は
ご
注
意
を

①
４
月
２
日
以
降
に
75
歳
に
到
達

す
る
方

　
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
75
歳

の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。
誕
生
月
の
前
月
に
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
説
明
会
の
ご
案
内

を
郵
送
し
ま
す
。

②
右
上
に

と
表
示
の
あ
る
保
険

　
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
４
月
２

　
日
以
降
65
歳
に
到
達
す
る
方

　
保
険
証
に
誕
生
月
の
末
日
（
誕

生
日
が
月
の
初
日
の
場
合
は
前
月

の
末
日
）
ま
で
が
、
退
職
者
医
療

制
度
の
対
象
で
あ
る
旨
が
記
載
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
退
職
被
保
険
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
た
方
で
退
職
被
保
険
者

本
人
が
先
に
65
歳
に
到
達
す
る
場

合
は
、
退
職
被
保
険
者
本
人
と
同

日
ま
で
が
退
職
者
医
療
制
度
の
対

象
で
あ
る
旨
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
場
合
も
、
誕
生
月
の

末
日
以
降
も
同
じ
保
険
証
を
そ

の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す
。

■
学
生
へ
の
保
険
証
の
交
付

　
修
学
の
た
め
、
他
の
市
区
町
村

に
住
む
場
合
は
、
４
月
１
日
以
降

に
在
学
証
明
書
を
持
参
の
う
え
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
が
な
い

と
保
険
証
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。）

　
な
お
、
こ
の
保
険
証
を
交
付
さ

れ
て
い
た
方
が
卒
業
し
た
場
合

は
、
た
だ
ち
に
保
険
証
を
返
還

し
、
国
保
の
資
格
を
喪
失
す
る
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
柔
道
整
復
師
の
施
術
」 

　
　
　
　
を
受
け
ら
れ
る
方
へ

　

国
保
が
使
え
る
治
療
の
対
象

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
医
師
や
柔
道
整
復
師
に
骨
折
、

脱
臼
、
打
撲
お
よ
び
捻
挫
な
ど

（
肉
ば
な
れ
を
含
む
。）と
診
断

さ
れ
、
施
術
を
受
け
た
と
き
。

※
骨
折
お
よ
び
脱
臼
に
つ
い
て

は
、
緊
急
時
以
外
は
あ
ら
か
じ

め
医
師
の
同
意
が
必
要
で
す
。

②
骨
、
筋
肉
、
関
節
の
ケ
ガ
や
痛

み
で
、
そ
の
負
傷
の
原
因
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
と
き
。

《
治
療
を
受
け
る
と
き
の
注
意
点
》

・
病
院
等
で
の
治
療
と
の
重
複
は

で
き
ま
せ
ん
。

・
負
傷
の
原
因
は
正
確
に
伝
え
ま

し
ょ
う
。

・
療
養
支
給
申
請
書
の
内
容
を
よ

く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
領
収
書
は
、
必
ず
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
市
民
生
活
課
国
保
年
金
担
当

　
（
内
線
１
２
７
～
１
２
９・
１
３
７
）

※同居の親族以外の方が、国保加入やその他の手続きをする際は必ず委任状をお持ちください。

 

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を

安
心
な
も
の
に


